
                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 
お互いのよさに目を向けましょう 

 

校長 菊池 修 

 

 新学年、新学級になって１か月が過ぎました。この 1か月間子どもたちは新しい環境に慣れるよう

に心をたくさん働かせたことと思います。新しい担任とのやりとりでの心の動き、新しいクラスの中で

の友達とのやりとりでの心の動き、勉強も 1段階上がってきますから、新しい学年の勉強や取組に慣れ

るための心の動きなど様々な場面で心を働かせました。大人でも新しい環境になったとき、とても気を 

遣います。子どもたちも子どもたちなりに気を遣うことも多くあります。 

 子どもたちには、お互いのよさに目を向けてもらいたいと思っています。よさは誰にでもあります。 

クラスで 1番とか他の人より優れていなくてもよさです。もちろん、足が速いこと、漢字が得意なこと、

何かに詳しいことなどもよさですが、笑顔であいさつすることができる、優しい言葉遣いで話すことが

できる、そうじを一生懸命することができるなど、他の人と比べてということではなく、その子のいい

ところがよさです。 

 自分のよさも大事ですが、他の子のよさを見付け、認めることができるということも大事です。人

は、相手の短所にはすぐ目がいくのだそうです。長所は、かかわりを何回かもつと見付けられると思い

ます。そのよさを相手に伝えられると、お互いにとてもうれしい気持ちになると思います。今まで、自

分のよさに気付かなかった子も、他の子から「〇〇さんは、こういうところがすばらしいね。」など、 

言ってもらうことで「自分にはこういうよさがあるんだ。」と気付くことができるでしょう。自分のよさ

に気付くことができると、自分に対しての自信にもつながります。 

 現代の子と特徴として、自己肯定感が低いということがよく言われています。つい他の子と比較して

しまったり、順位や数字でお子さんの位置を気にしてしまったりしがちですが、自分のよさに自信をも

つような言葉掛けで自身につなげていくことが必要だそうです。自信をもてるようになると、チャレン

ジする気持ちも強くなります。チャレンジすることで経験値も多くなり、生きる力が育まれることにつ 

ながると考えます。 

 学校でも「お互いのよさに目を向け、認めること」を指導してまいります。ご家庭でも、お子さんの 

よさ、お友達のよさをたくさん伝えていっていただければと思います。 
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